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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭

の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
神
社
の
「
盃
状
穴
」
石
造
物
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
平
成
十
一
年
発
刊
の
機
関
紙
『
三
石
さ
ん
』
創
刊
号
の
「
社
務

所
・
境
内
紹
介
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
度
あ
ら
た
め
盃
状
穴
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

石
造
物
は
永
年
の
風
雨
の
影
響
に
よ
り
、
風
化
変
形
し
て
し
ま
う
が
、
神
社
仏
閣
墓
石
な
ど
の
石
造
物
に
、
生
産
・
再
生
・
呪

信
仰
に
よ
り
、
何
事
に
も
く
じ
け
な
い
強
い
意
志
、
何
ら
か
の
信
念
で
人
為
的
に
穿
た
れ
た
窪
み
（
凹
穴
）
を
盃
状
穴
と
い
い
、

女
性
の
シ
ン
ボ
ル
か
ら
由
来
し
た
生
産
と
再
生
の
表
示
と
み
な
さ
れ
て
お
り
「
再
生
や
不
滅
の
象
徴
」
を
目
的
と
し
、近
世
に
至
っ

て
は
、
強
い
信
仰
や
願
望
の
意
思
表
示
と
解
さ
れ
、
一
般
的
に
は
盃
の
よ
う
な
窪
み
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
盃
状
穴
は
全
国
で
歴

史
時
代
の
後
代
の
も
の
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
一
番
古
い
も
の
は
縄
文
時
代
に
ま
で
遡
る
と
い
う
。

民
族
学
者
の
柳
田
國
男
（
兵
庫
県
福
崎
町
生
れ
）
は
、「
石
に
霊
魂
が
宿
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
だ
人
間
の
信
仰
が
系
統
立
っ

た
宗
教
に
な
ら
ぬ
前
か
ら
、
多
く
の
民
族
に
共
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
」
と
著
し
て
い
る
。
固
い
石
を
穿
つ
と
い
う
強
い
、
篤
い

信
仰
心
が
な
け
れ
ば
盃
状
穴
は
生
ま
れ
な
い
。

わ
が
国
の
盃
状
穴
信
仰
形
態
の
一
例
を
述
べ
れ
ば
、
沖
縄
地
方
の
墓
所
の
壁
に
は
、
盃
状
穴
と
同
様
の
窪
み
が
見
ら
れ
る
が
、

墓
所
は
母
胎
に
帰
る
と
い
う
帰
元
思
想
が
あ
り
、
再
生
へ
の
表
示
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
死
者
再
生
信
仰
の
盃
状
穴
の
一
つ
で
あ

る
が
、
穴
が
三
列
に
並
び
穿
た
れ
、
穴
と
穴
と
が
溝
状
の
窪
み
で
連
結
さ
れ
て
い
る
福
岡
県
の
三
雲
遺
跡
の
支
石
墓
の
蓋
石
（
弥

生
前
期
造
）、
山
口
県
の
神
田
山
古
墳
の
石
棺
蓋
石
（
古
墳
時
代
初
頭
）、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
琴
南
里
一
帯
、
北
欧
で
も
類
似
な
盃

1

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
ご
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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状
穴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
移
動
生
活
少
数
民
族
で
あ
る
モ
ン
族
が
移
動
生
活
中

に
北
欧
の
先
住
民
と
の
接
触
に
よ
り
そ
の
習
性
を
摂
取
し
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
九
州
と
中

国
地
方
に
伝
播
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
京
都
東
山
の
六
波
羅
密
寺
の
「
阿
古
屋
の

塔
」
の
基
礎
石
に
、
何
処
か
ら
か
運
び
込
ま
れ
た
家
形
石
棺
の
蓋
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
石
棺
に
多
数
の
盃
状
穴
が
見
ら
れ
る
の
は
、
死
者
再
生
信
仰
の
証
で
あ
る
。
大
分
県

国
東
半
島
で
は
、
燈
明
石
（
別
名
―
拝
み
石
）
と
い
わ
れ
る
石
に
、
道
教
思
想
や
中
国
古

代
の
干
支
信
仰
思
想
に
よ
る
盃
状
穴
が
見
ら
れ
る
。
十
二
支
と
さ
れ
る
十
二
個
の
盃
状
穴

に
油
を
入
れ
、
更
に
新
米
を
お
供
え
し
て
燃
灯
祈
願
す
れ
ば
病
気
平
癒
・
諸
願
が
成
就
す

る
と
さ
れ
る
。
山
形
県
山
形
市
元
木
の
「
御
立
鳥
居
」（
元
木
の
石
鳥
居
と
も
・
平
安
時

代
後
期
造
・
国
の
重
文
指
定
）
に
は
、
石
柱
全
体
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
夥
し
い
盃
状

穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
民
た
ち
が
し
ば
し
ば
襲
い
来
る
冷
害
の
被
害
が
な
い
よ

う
只
管
に
神
に
祈
っ
た
痕
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
赤
穂
の
二
の
丸
城
壁
や
加
古

川
の
飯
盛
山
中
腹
の
岩
盤
に
は
九
十
個
以
上
の
盃
状
穴
が
確
認
さ
れ
、
明
石
市
人
丸
町
の

柿
本
神
社
の
手
洗
石
に
は
原
形
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
の
盃
状
穴
が
見
ら
れ
る
。
国
宝
姫
路

城
の
「
に
の
門
」・「
備
前
門
」
付
近
の
石
垣
に
は
、
盃
状
穴
の
あ
る
多
く
の
石
が
運
び
込

ま
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

外
国
に
は
古
く
か
ら
の
盃
状
穴
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
日
本
の
縄
文

時
代
以
前
に
盃
状
穴
を
掘
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
の
ラ
・
フ
ェ

ラ
シ
ー
の
三
角
形
墓
石
面
の
不
規
則
な
盃
状
窪
み
群
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
旧
石
器
時
代

（
約
一
万
年
前
）
の
遺
跡
に
は
、
女
性
墓
に
は
男
性
器
を
、
男
性
墓
に
は
女
性
器
を
抽
象

化
し
た
盃
状
穴
が
見
ら
れ
、
死
者
の
再
生
を
祈
願
す
る
呪
術
的
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
同

様
な
も
の
は
エ
ジ
プ
ト
の
テ
ル
・
エ
ル
・
ア
マ
ー
ル
ナ
遺
跡
を
は
じ
め
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

半
島
諸
国
、
シ
ベ
リ
ア
、
中
国
の
シ
ン
チ
ャ
ン
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
北

部
、
ハ
ワ
イ
等
の
広
範
囲
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

盃
状
穴
に
は
古
代
の
死
者
再
生
信
仰
の
他
に
、
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
盃
状
穴
に
対

す
る
信
仰
が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
夜
に
バ
タ
ー
又
は
獣
脂
を
盃
状
穴
に
流
し
込
ん

で
祈
れ
ば
、
そ
の
年
の
豊
作
と
家
畜
の
生
産
が
約
束
さ
れ
る
と
さ
れ
、
更
に
獣
脂
と
お
供

物
を
し
て
子
供
の
病
気
平
癒
や
妖
精
・
悪
霊
祓
い
の
習
慣
が
あ
る
。
韓
国
で
は
、
男
児
に

恵
ま
れ
た
い
女
性
が
陰
暦
七
月
の
七
夕
の
夜
、
七
つ
の
盃
状
穴
に
粟
を
入
れ
て
祈
願
し
た

後
、
こ
の
粟
を
紙
に
包
ん
で
チ
マ
（
ス
カ
ー
ト
）
の
下
に
隠
し
て
帰
宅
す
れ
ば
男
児
が
授

か
る
と
い
う
。
ハ
ワ
イ
島
で
は
、
原
住
民
の
信
仰
と
し
て
、「
永
生
の
丘
」
と
呼
ぶ
岩
に

新
生
児
誕
生
の
と
き
盃
状
穴
の
よ
う
な
孔
を
あ
け
、
そ
の
子
の
ピ
コ
（
臍
の
緒
）
を
納
め

石
で
蓋
を
す
る
。
翌
朝
そ
の
ピ
コ
が
残
っ
て
い
る
と
そ
の
子
供
に
永
生
（
長
寿
）
が
約
束

さ
れ
る
と
す
る
。

さ
て
、
当
社
の
盃
状
穴
は
二
十
数
年
前
の
平
成
の
御
修
造
記
念
事
業
参
道
改
修
の
際
、

本
殿
前
の
旧
石
段
か
ら
、
直
径
約
六
セ
ン
チ
、
深
さ
約
五
セ
ン
チ
の
二
個
が
発
見
さ
れ
た
。

思
う
に
こ
の
よ
う
な
盃
状
穴
は
、
古
代
の
墓
石
（
石
棺
）
を
は
じ
め
遺
跡
や
古
く
創
建
鎮

座
し
た
神
社
仏
閣
等
の
石
造
物
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
個
人
の
何
事
に
も
く
じ
け
な
い

強
い
意
志
・
願
望
の
表
示
で
あ
る
た
め
、
そ
の
対
象
物
（
石
造
物
の
あ
る
墓
石
・
遺
跡
・

神
社
仏
閣
等
）
の
霊
力
・
ご
利
益
効
果
も
絶
大
で
あ
り
、
か
つ
人
知
れ
ず
長
期
に
亘
っ
て

石
を
穿
つ
と
い
う
行
為
制
約
か
ら
、
深
夜
な
ど
閑
散
と
し
た
時
間
帯
に
執
り
行
え
る
場
所

な
ど
が
選
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
社
の
盃
状
穴
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
意
志

を
持
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
和
田
岬
今
和
田
新
田
村
は
明
治
以
前
に
は
耕
地
の

少
な
い
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ご
祭
神
の
神
功

皇
后
の
戦
勝
・
長
寿
・
安
産
等
の
ご
利
益
を
授
か
ろ
う
と
、
明
治
以
降
の
武
運
長
久
な
ど

を
祈
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
で
は
何
処
か
の
遺
跡
や
神
社
仏
閣
等
の
石
造
物
に
幾
ら
信
仰
に
よ
る
行
為
と
は
言

え
、
勝
手
に
穴
を
掘
れ
ば
「
器
物
損
壊
罪
」
の
罪
に
問
わ
れ
る
為
、
盃
状
穴
で
古
の
人
々

の
篤
い
信
仰
心
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
時
代
が
い
く
ら
変
遷
し
よ
う
と
も
人
の
心

に
宿
る
信
仰
心
は
変
わ
ら
な
い
。
皆
様
方
も
盃
状
穴
を
残
し
た
三
石
大
神
の
御
稜
威
を
受

け
ら
れ
ま
す
よ
う
日
々
ご
参
拝
ご
祈
願
し
て
下
さ
い
。

（
参
考
文
献　
『
盃
状
穴
考
』
一
九
九
〇
年
刊　

慶
友
社
）



三　石　さ　ん 平成 25 年 12 月　（  ）　15　号3

平
成
二
十
四
年
十
一
月

平
成
二
十
四
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。当

社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ッ
ク
等
の
記
念
品
も
お
渡
し
し

て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
会
館
二

階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
備
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

七
五
三
詣
写
真　

四
、五
〇
〇
円
よ
り

初
宮
詣　

写
真　

七
、〇
〇
〇
円
よ
り

平
成
二
十
四
年
十
二
月

平
成
二
十
四
年
十
二
月

本
殿
鈴
緒
麻
房
更
新
奉
納

九
日
、
当
社
を
崇
敬
す
る
三
菱
重
工
業

㈱
神
戸
造
船
所
・
氏
子
の
小
松
通
・
前
総

代
の
片
田
氏
よ
り
、
本
殿
鈴
緒
の
麻
房
が

更
新
奉
納
さ
れ
た
。

三
菱
神
戸
造
船
所
の
奉
納
鈴
緒
は
、

二
三
〇
日
間
完
全
無
災
害
達
成
記
念
御
礼

と
し
て
社
員
一
同
の
名
で
昭
和
五
十
九
年

一
月
に
奉
納
さ
れ
、
ま
た
、
片
田
氏
の
奉

納
鈴
緒
は
、
家
族
一
同
の
家
内
安
全
を
祈

願
し
て
平
成
九
年
一
月
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
但
し
、
平
成
十
五
年
に
も
鈴

緒
改
修
奉
納
さ
れ
て
い
る
）
が
、
参
拝
者

の
打
ち
鳴
ら
す
歳
月
に
よ
り
、
麻
房
が
損

傷
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
度
改
修
更
新
奉

納
さ
れ
た
。

新
年
初
詣
の
方
々
も
真
新
し
い
紅
白
の

麻
房
に
よ
り
、
清
々
し
く
参
拝
さ
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

貴
社
・
貴
家
の
益
々
の
ご
隆
昌
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月

平
成
二
十
五
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

正
月
三
日
、第
三
十
一
回
目
と
な
る「
氏

子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
」
が
総
代･

氏
子

崇
敬
者
二
十
七
名
の
参
列
の
も
と
厳
か
に

斎
行
さ
れ
、
今
年
一
年
の
各
位
の
安
寧
と

繁
栄
を
祈
願
し
た
。

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
吟
道
摂
南
流
総

本
部
婦
人
部
事
務
局
長
・
師
範
で
あ
る
金

谷
摂
翠
先
生
に
よ
る
石
川
丈
山
（
江
戸
初

期
の
文
人
）
作
で
、
霊
峰
富
士
の
神
秘
を

述
べ
、
雄
大
か
つ
秀
麗
な
山
の
姿
を
賞
賛

し
た
内
容
の
漢
詩
で
あ
る
「
富
士
山
」
が

吟
詠
奉
納
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
総
本
部

白
鳳
吟
詠
会
師
範
代
で
あ
る
辻
由
摂
先
生

に
よ
る
杉
孫
七
郎
（
長
州
萩
藩
士
・
子
爵
）

作
で
、
天
皇
を
言
祝
ぐ
内
容
で
、
新
年
の

太
陽
は
輝
か
し
く
め
で
た
い
光
を
放
つ
が

如
く
、
皇
位
が
天
地
の
如
く
永
遠
に
続
き

極
ま
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
「
元
旦
」
を

吟
詠
奉
納
さ
れ
た
。

更
に
、
金
谷
・
辻
両
先
生
の
合
吟
に
よ

る
河
野
天
籟
作
で
、
日
本
風
土
の
美
し
さ
、

国
の
尊
さ
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
繁
栄
を
祝

う
意
図
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、
我
が
日

本
の
内
外
に
素
晴
ら
し
い
瑞
気
が
満
ち
溢

れ
大
空
に
ま
で
輝
き
亘
っ
て
い
る
と
い
う

「
祝
賀
の
詩
」
が
吟
詠
奉
納
さ
れ
た
。
両

先
生
の
朗
々
と
し
た
吟
詠
に
参
列
者
は
盛

大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

特設スタジオでの記念写真

更新奉納された鈴緒麻房

ご神前での合吟詠奉納
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鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
直
会
に

入
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
二
月

平
成
二
十
五
年
二
月

マ
ン
シ
ョ
ン
地
鎮
祭
斎
行

十
四
日
の
大
安
日
、
兵
庫
区
吉
田
町
一

丁
目
で
約
四
十
名
参
列
の
も
と
、
吉
田
中

換
地
区
五
街
区
共
同
建
替
事
業
と
し
て
の

エ
ク
セ
ル
ジ
ュ
オ
御
崎
公
園
「
リ
ト
モ
」

の
起
工
地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
十
階
建

て
で
一
店
舗
付
の
三
十
二
世
帯
入
居
す
る

共
同
住
宅
で
、
当
日
は
設
計
管
理
の
㈱
瀬

戸
本
淳
建
築
研
究
室
の
瀬
戸
本
社
長
が
苅

初
の
儀
、
事
業
主
で
あ
る
㈱
岡
三
地
所
の

岡
社
長
が
穿
初
の
儀
、
施
工
者
で
あ
る
今

津
・
岡
特
別
共
同
企
業
体
の
今
津
・
岡
両

社
長
が
鍬
入
れ
の
儀
を
執
り
行
っ
た
後
、

前
記
関
係
者
を
初
め
地
権
者
三
名
・
来
賓

の
神
戸
市
都
市
計
画
総
局
・
浜
山
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
・
吉
田
町
自
治
会
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
販
売
代
理
店
等
の
各
代

表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
、
平
成
二
十
六
年

二
月
迄
の
長
期
に
亘
る
工
事
期
間
の
無
事

故
・
無
災
害
と
住
宅
の
早
期
完
売
を
併
せ

祈
願
し
た
。

平
成
二
十
五
年
四
月

平
成
二
十
五
年
四
月

工
場
起
工
地
鎮
祭
斎
行

八
日
の
大
安
日
、
当
社
を
崇
敬
す
る
三

菱
電
機
㈱
神
戸
製
作
所
構
内
で
六
十
三
名

参
列
の
も

と
、
五
〇
二

棟「
技
術
棟
」

の
新
工
場
建

設
起
工
地
鎮

祭
が
斎
行
さ

れ
た
。

こ
の
度
の

新
建
物
は
鉄

骨
造
七
階
建

の
技
術
事
務
所
に
用
い
る
も
の
で
、
当
日

は
設
計
管
理
の
㈱
三
菱
地
所
設
計
の
佐
藤

大
阪
支
店
長
が
苅
初
の
儀
、
事
業
主
で
あ

る
三
菱
電
機
㈱
の
畑
辺
社
会
シ
ス
テ
ム
事

業
副
本
部
長
が
穿
初
の
儀
、
施
工
者
で
あ

る
清
水
建
設
・
東
急
建
設
・
南
海
辰
村
建

設
共
同
企
業
体
・
㈱
弘
電
社
・
三
菱
電
機

冷
熱
プ
ラ
ン
ト
㈱
の
代
表
と
し
て
清
水
建

設
㈱
の
南
常
務
執
行
役
員
が
鍬
入
れ
の
儀

を
執
り
行
っ
た
後
、
前
記
関
係
者
を
初

め
各
代
表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
、
平
成

二
十
六
年
三
月
末
日
迄
の
長
期
に
亘
る
工

事
期
間
の
無
事
故
・
無
災
害
を
祈
願
し
た
。

な
お
、
神
酒
拝
戴
し
て
の
祭
典
後
に
、

建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
の
各
代
表
者

の
挨
拶
も
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
五
月

平
成
二
十
五
年
五
月

神
葬
祭
奉
仕

二
日
、
神
道
家
で
当
社
の
崇
敬
者
で
あ

る
兵
庫
区
の
積
家
の
神
式
葬
儀
を
兵
庫
区

新
開
地
の
葬
儀
会
場
で
奉
仕
し
た
。

当
日
は
、
ご
子
息
で
あ
る
喪
主
の
会
社

関
係
の
供
花
も
供
え
ら
れ
る
中
、
八
十
六

歳
で
帰
幽
さ
れ
た
故
人
の
晩
年
は
介
護
施

設
で
の
生
活
で
あ
っ
た
が
、
若
き
頃
よ
り

民
謡
や
日
本
舞
踊
を
習
い「
神
戸
ま
つ
り
」

等
に
も
出
場

し
た
事
、
三

味
線
を
趣
味

と
し
カ
ラ
オ

ケ
も
好
ん
で

い
た
事
、
又
、

平
成
九
年
に

先
立
た
れ
た

主
人
や
父
母

等
の
年
祭
も

欠
か
さ
ず
執
り
行
い
、
先
祖
の
慰
霊
を
忠

実
に
行
っ
て
い
た
事
な
ど
を
祝
詞
詞
で
奏

上
す
る
に
、
喪
家
よ
り
、
母
を
よ
く
偲
ぶ

こ
と
が
出
来
た
厳
か
な
葬
式
を
斎
行
し
て

い
た
だ
き
故
人
も
喜
ん
で
い
ま
す
と
の
ご

挨
拶
を
頂
い
た
。

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

本
年
の
例
大
祭
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り

五
月
の
第
二
金
・
土
・
日
に
斎
行
し
た
。

十
日
金
曜
午
後
六
時
か
ら
の
例
祭
に
は
、

区
内
神
職
の
ご
助
勤
奉
仕
に
よ
り
、
総
代

始
め
氏
子
崇
敬
者
二
十
一
名
の
参
列
の
も

と
、
例
年
通
り
巫
女
に
よ
る
神
前
神
楽
も

奉
納
し
て
厳
粛
に
斎
行
し
た
。
後
、
会
館

二
階
に
て
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
の
田
中

総
務
課
長
の
来
賓
挨
拶
を
賜
り
、
乾
杯
、

直
会
に
入
っ
た
。

玉串拝礼する石川社長

鳥居前での記念写真

工場起工地鎮祭斎行

玉串拝礼する喪主
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十
一
日
土
曜
の
午
前
八
時
よ
り
各
地
区

お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し
た
が
、

生
憎
雨
天
と
な
っ
た
の
で
総
代
協
議
の
う

え
、
各
氏
子
地
区
子
供
み
こ
し
の
巡
幸
を

中
止
し
た
。

し
か
し
十
二
日
の
日
曜
日
は
五
月
晴
れ

に
恵
ま
れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る

神
幸
式
が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午
後

二
時
前
よ
り
兵
庫
区
和
田
宮
通
五
丁
目
の

大
道
一
輝
君
（
二
十
五
歳
）
扮
す
る
猿
田

彦
の
勇
壮
な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿

の
総
代
や
、
和
田
岬
小
学
生
達
の
直
垂
装

束
の
神
宝
持
役
十
四
名
、
吉
田
中
学
生

二
十
五
名
に
よ
る
本
神
輿
舁
上
げ
役
、
化

粧
を
し
た
宮
司
太
刀
持
役
で
あ
る
兵
庫
区

平
成
二
十
五
年
六
月

平
成
二
十
五
年
六
月

氏
子
崇
敬
者
親
旅
行

十
六
日
、
当
社
宮
司
を
含
め
氏
子
崇
敬

者
三
十
三
名
（
北
部
氏
子
会
十
七
名
・
南

部
氏
子
会
五
名
・
東
部
氏
子
会
六
名
・
猿

田
彦
会
二
名
・
崇
敬
者
二
名
）
の
参
加
の

も
と
、
四
国
・
徳
島
県
の
祖
谷
か
ず
ら
橋

な
ど
を
巡
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
実
施
し

た
。
先
ず
う
だ
つ
の
残
る
脇
町
を
散
策
し
、

次
に
新
祖
谷
温
泉
ホ
テ
ル
か
ず
ら
橋
に
て

囲
炉
裏
料
理
を
満
喫
し
た
後
、
レ
ト
ロ
な

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
車
し
て
か
ず
ら
橋

笠
松
通
七
丁
目
の
藤
原
義
浩
君
、
更
に
各

地
区
子
供
み
こ
し
四
基
、
総
勢
約
二
〇
〇

人
の
神
幸
式
大
行
列
が
出
発
し
、
約
二
時

間
半
か
け
て
氏
子
内
を
巡
幸
し
た
。

尚
、
当
日
は
母
の
日
で
あ
っ
た
の
で
、

氏
子
会
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
準
備
さ

れ
、
神
幸
式
参
加
者
ま
た
参
詣
者
の
母
親

に
配
布
さ
れ
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
三
地
区
・
猿
田
彦
会
員
あ
わ
せ
氏

子
約
六
十
名
の
出
席
に
よ
る
合
同
直
会
が

開
催
さ
れ
、
無
事
神
幸
式
が
斎
行
で
き
た

喜
び
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

に
向
か
い
、
高
所
恐
怖
症
の
数
名
を
残
し

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
渡
橋
し
た
。
次
に
平

家
屋
敷
民
族
資
料
館
を
拝
観
し
た
後
、
大

歩
危
峡
に
移
動
し
て
、
遊
覧
船
に
て
奇
岩

の
織
り
な
す
大
歩
危
峡
め
ぐ
り
を
満
喫
し

て
無
事
帰
神
し
た
。

太
陽
光
発
電
所
竣
工
・
通
電
式
斎
行

二
十
七
日
、
明
石
市
大
久
保
町
で
太
陽

光
発
電
所
竣
工
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

事
業
主
で
あ
る
近
畿
菱
重
興
産
㈱
が
、

土
地
の
有
効
利
用
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
買
取
制
度
を
活
用
し
て
太
陽
光
発

電
設
備
を
建
設
し
、
売
電
事
業
を
起
こ
さ

ん
と
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｅ
Ｓ
集
合
住
宅
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
に
設
計
・
施
工
を
依

頼
し
、
三
月
か
ら
の
工
事
も
順
調
に
進
み

本
日
の
竣
工
・
通
電
式
を
迎
え
た
。

こ
の
発
電
所
は
ミ
オ
・
ソ
ー
ラ
ー.

大

久
保
と
称
さ
れ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
一
、

九
二
四
枚
を
使
用
し
て
四
九
〇
．
六
二
ｋ

ｗ
の
発
電
能
力
が
あ
り
、
二
十
年
間
使
用

さ
れ
る
。

式
典
で
は
、
二
十
二
名
の
参
列
の
も
と

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
事
業
主
の
小
川
取
締

役
社
長
、
設
計
・
施
工
代
表
者
が
玉
串
拝

礼
し
て
今
後
の
安
全
稼
働
を
祈
願
し
た
後
、

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
室
前
に
移
動

祖谷かずら橋前での記念写真

5

スタジアム前での記念写真
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し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
通
電
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
通
電
式
も
執
り
行
わ
れ
、
一
同
拍

手
を
以
て
竣
工
を
祝
し
た
。

て
三
菱
電
機
神
戸
製
作
所
竹
本
課
長
の
挨

拶
・
乾
杯
発
声
で
直
会
を
執
り
行
い
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
列
者
は
神
職
手

作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益
あ
る
「
蘇
民

将
来
茅
の
輪
守
」
を
授
与
さ
れ
お
開
き
と

し
た
。

平
成
二
十
五
年
八
月

平
成
二
十
五
年
八
月

死
亡
事
故
修
祓
安
全
祈
願
祭
斎
行

十
九
日
、
ク
レ
ー
ン
船
船
上
で
、
甲
板

長
死
亡
事
故
に
伴
う
お
祓
い
と
安
全
祈
願

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

八
日
付
け
の
各
社
新
聞
報
道
も
あ
っ

た
、
神
戸
市
灘
区
の
摩
耶
埠
頭
か
ら
南
約

八
〇
〇
ｍ
に
あ
る
神
戸
第
五
防
波
堤
に
着

平
成
二
十
五
年
七
月

平
成
二
十
五
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
九
名
の
参
列

の
も
と
、
例
年
通
り
上
野
順
子
琉
球
舞
踊

研
究
所
神
戸
支
部
員
に
よ
る
琉
球
舞
踊
二

曲
（
加
那
ョ
ー
、
谷
茶
前
）
が
神
前
奉
納

さ
れ
た
後
、
参
列
者
代
表
各
位
が
玉
串
奉

奠
し
た
。

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
「
蘇
民
将
来
、蘇
民
将
来
」

と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
三
度
く
ぐ
り

夏
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
後
、
二
階
に

岸
し
て
い
る
大
阪
市
に
本
社
の
あ
る
サ
ル

ベ
ー
ジ
会
社
の
ク
レ
ー
ン
船
の
甲
板
長

（
三
十
九
歳
）
が
、
六
日
午
後
十
時
頃
海

中
に
転
落
し
て
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た

が
、
七
日
の
昼
前
に
海
中
で
発
見
さ
れ
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
。

死
亡
事
故
修
祓
安
全
祈
願
祭
当
日
は
、

摩
耶
埠
頭
か
ら
舵
取
船
に
祭
壇
等
を
載
せ

て
第
五
防
波
堤
に
着
岸
し
て
い
る
ク
レ
ー

ン
船
の
船
上
に
運
び
斎
場
と
し
、
会
社
の

大
阪
支
社
長
を
始
め
同
船
と
並
ん
で
停
泊

し
て
い
る
別
の
ク
レ
ー
ン
船
の
乗
組
員
を

含
め
た
三
十
二
人
の
参
列
の
も
と
、
祝
詞

奏
上
・
修
祓
の
後
に
支
社
長
・
両
船
船
長

ら
の
代
表
者
が
慇
懃
に
玉
串
奉
奠
し
て
今

後
の
無
事
故
安
全
繁
栄
と
乗
組
員
の
健
康

を
祈
願
し
た
。

起重機船上での安全祈願祭

神前奉納の琉球舞踊

茅の輪くぐり神事

6

玉串拝礼する小川社長一、九二四枚の太陽光パネル
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平
成
二
十
五
年
九
月

平
成
二
十
五
年
九
月

新
霊
舎
奉
遷
慰
霊
祭
斎
行

神
道
家
で
あ
る
小
野
市
の
高
田
家
で
は
、

七
月
に
ご
主
人
が
七
十
二
歳
で
帰
幽
さ
れ

神
葬
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
自
宅
で
斎
行

す
る
五
十
日
・
忌
明
祭
の
際
、
霊
位
を
御

霊
舎
に
奉
遷
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
従
来

よ
り
先
祖
代
々
の
御
霊
達
を
御
霊
舎
に

祀
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
正
式
な
る
新
し

い
御
霊
舎
を
新
調
し
、
祖
先
を
敬
い
亡
く

な
っ
た
人
々
を
偲
ぶ
秋
分
の
日
の
二
十
三

日
、
改
め
新
御
霊
舎
へ
の
御
霊
奉
遷
慰
霊

祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
喪
主
を
始
め
家
族
親
族
等
約

四
十
人
が
参
列
し
、
白
木
の
香
り
も
清
々

し
い
新
御
霊
舎
に
先
祖
の
御
霊
位
三
体
と

ご
主
人
の
御
霊
位
が
奉
遷
鎮
座
さ
れ
、
祝

詞
奏
上
の
後
、
各
位
が
雅
楽
の
音
の
流
れ

る
中
、
厳
か
に
玉
串
拝
礼
し
て
故
人
を
慰

霊
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月

平
成
二
十
五
年
十
月

進
水
式
斎
行

二
十
二
日
、
金
川
造
船
㈱
で
、
静
岡
県

伊
豆
半
島
沖
の
初
島
観
光
遊
覧
船
な
ど
を

営
業
と
す
る
、
富
士
急
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

㈱
富
士
急
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
旅
客
船
進

水
式
神
事
が
斎
行
さ
れ
た
。

祭
壇
に
「
命
名
書
」・「
支
綱
切
断
用
斧
」

も
供
え
ら
れ
た
式
場
で
は
、
祝
詞
奏
上
・

清
め
祓
に
続
き
、
富
士
急
行
㈱
の
堀
内
社

長
が
船
名「
イ
ル
ド
バ
カ
ン
ス
プ
レ
ミ
ア
」

と
命
名
し
た
後
、
船
主
・
建
造
会
社
代
表

者
等
が
玉
串
拝
礼
し
て
無
事
な
る
進
水
を

祈
願
し
た
。

神
事
の
後
、
社
名
旗
や
モ
ー
ル
飾
り
を

付
け
た
旅
客
船
は
堀
内
社
長
の
支
綱
切
断

に
よ
り
、
進
水
マ
ー
チ
の
流
れ
る
中
、
五

色
の
紙
吹
雪
・
紙
テ
ー
プ
・
白
鳩
・
風
船

も
舞
い
上
が
り
、
参
列
者
の
喜
び
の
拍
手

の
中
無
事
に
進
水
し
た
。

旅
客
船「
イ
ル
ド
バ
カ
ン
ス
プ
レ
ミ
ア
」

は
こ
れ
よ
り
船
内
を
含
む
艤
装
工
事
が
進

め
ら
れ
る
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
か
ら

平
成
二
十
五
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

7

神事と進水した旅客船

新御霊舎への奉遷慰霊祭

銅板寄進案内板 境内の奉賛芳名掲示板

趣
意
と
お
願
い

　

現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工

し
て
、
約
五
十
年
と
な
り
ま
す
。

　

銅
板
の
寿
命
は
約
五
十
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋

根
の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
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様
に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）
を

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の

ご
加
護
に
よ
り
、貴
社
・
貴
家
の
益
々

の
弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
ま
で

  

シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

四
枚
続
き
の

『
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
御
調
練
煉
之
圖
』

当
会
館
二
階
廊
下
に
掲
示
し
て
い
る
本

品
は
、
経
年
に
よ
り
本
来
の
色
が
失
せ
て

い
る
錦
絵
（
多
色
刷
り
の
浮
世
絵
木
版
画

の
総
称
）
で
、
大
き
さ
は
縦
三
六
×
横

七
二
㎝
で
あ
る
が
、
三
枚
続
き
と
な
っ
て

い
る
の
で
一
枚
の
横
は
二
四
㎝
で
あ
る
。

作
者
は
二
世
長
谷
川
貞
信
（
初
代
小

信
、
文
化
六
〈
一
八
〇
九
〉
～
明
治
十
二

〈
一
八
七
九
〉）

で
、
錦
屋
喜
兵

衛
の
板
と
記

さ
れ
、
慶
応
三

（
一
八
六
七
）

年
の
作
品
と
さ

れ
て
い
る
。

内
容
は
画
題

に
あ
る
よ
う
に
、

神
功
皇
后
三
韓

征
伐
御
調
練
の

図
で
あ
る
が
、
調
練
は
兵
士
を
訓
練
す
る

こ
と
で
あ
る
の
に
、
本
作
品
は
戦
評
定
の

よ
う
な
図
柄
と
な
っ
て
い
る
。
神
功
皇
后

は
赤
錦
蓋
を
挿
し
か
け
ら
れ
、
衣
冠
束
帯

姿
に
軍
配
を
右
手
に
持
っ
て
厚
畳
の
上
に

座
し
て
い
る
が
、
顔
は
翳
に
よ
っ
て
隠
さ

れ
て
い
る
。
皇
后
の
前
に
は
戦
評
定
の
進

行
役
で
あ
ろ
う
武
内
宿
祢
が
冠
を
著
け
唐

花
家
紋
の
陣
羽
織
を
羽
織
っ
て
座
し
、
そ

の
周
囲
に
は
座
し
た
多
く
の
武
将
が
描
か

れ
て
い
る
。
陣
中
に
は
五
瓜
（
織
田
瓜
）

家
紋
の
陣
幕
と
、
丸
に
十
の
字
の
轡
・
左

三
つ
巴
・
一
文
字
に
三
つ
星
・
蛇
の
目
等

の
家
紋
が
描
か
れ
た
幟
や
陣
中
纏
、
天
照

皇
大
神
の
大
幟
が
見
え
、
武
者
の
陣
羽
織

の
家
紋
も
七
曜
・
九
に
違
い
鷹
の
羽
・
丸

に
十
の
字
の
轡
・
星
梅
鉢
・
隅
立
て
四
ツ

目
等
が
描
か
れ
て
い
る
。

陣
中
の
場
所
は
、
背
景
の
山
並
み
か
ら

大
阪
住
之
江
と
推
測
す
る
。
そ
の
背
景
に

は
尼
カ
﨑
・
西
宮
・
住
吉
・
生
田
・
神
部
・

楠
塚
・
湊
川
・
兵
庫
・
和
田
岬
・
須
广
・

一
の
谷
の
地
名
と
武
庫
山
・
甲
山
・
摩
耶

山
・
二
度
山
テ
ッ
カ
イ
・
ハ
チ
ノ
セ
の
山

が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
か
兵
庫
だ

け
は
白
抜
き
記
名
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
絵
左
方
の
松
の
木
後
方
の

海
上
に
フ
ラ
ン
ス
国
旗
を
掲
げ
た
大
小
の

船
体
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
不
思
議
に
思

い
、
作
品
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同

作
品
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
作
品
は
四
枚
続
き
で
あ
る
。

そ
の
四
枚
目
の
絵
に
は
三
本
マ
ス
ト
に
フ

ラ
ン
ス
国
旗
を
掲
げ
た
黒
船
と
、
日
章
旗

を
掲
げ
た
黒
船
各
一
艘
と
、
陣
中
に
座
し

て
い
る
多
く
の
陣
羽
織
武
将
が
描
か
れ
て

い
る
。

四
枚
続
き
作
品
が
真
贋
「
神
功
皇
后
三

韓
征
伐
御
調
練
煉
之
圖
」
で
あ
っ
て
、
当

社
所
蔵
作
品
は
贋
物
で
は
な
い
が
、
絵
が

一
枚
欠
落
し
て
い
る
不
備
品
で
あ
っ
た
。

神
功
皇
后
と
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
の

武
将
時
代
考
証
描
写
は
時
代
錯
誤
で
あ
る

が
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
、
豊
臣
秀
吉

の
朝
鮮
侵
攻
、
幕
末
の
幕
府
を
支
援
す

る
フ
ラ
ン
ス
国
の
黒
船
等
が
描
か
れ
て
い

る
の
が
風
刺
絵
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

　『
生
田
神
社
史
』

神
戸
市
中
央
区
鎮
座
の
生
田
神
社
か
ら
、

同
神
社
の
正
史
と
も
い
う
べ
き
『
生
田
神

社
史
』
が
、
足
掛
け
七
年
に
も
お
よ
ぶ
編

纂
作
業
の
末
の
平
成
十
九
年
四
月
に
刊
行

さ
れ
た
。

Ｂ
５
判
、八
〇
〇
頁
の
大
冊
に
「
原
始
・

古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
・
現
代
」
の

各
章
に
区
分
さ
れ
、
生
田
神
社
に
関
わ
る

様
々
な
歴
史
・
文
化
が
木
目
細
や
か
に
叙

述
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
第
四
章
近
世
の
第
四
節
「
生
田
神

社
と
兵
庫
津
」
の
項
に
「
生
田
神
社
と
和

田
岬
と
の
関
係
は
、
往
古
、
神
功
皇
后
が

三
韓
征
伐
凱
旋
の
際
に
和
田
岬
に
上
陸
し
、

神
卜
を
行
っ
た
と
い
う
伝
承
に
も
と
づ
き
、

神
功
皇
后
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
生
田

神
社
が
、
当
時
を
追
懐
す
る
絶
好
の
機
会

と
す
る
た
め
に
、
そ
の
例
祭
の
重
要
な
神

事
の
一
つ
と
し
て
、
和
田
岬
に
神
幸
し
た

こ
と
か
ら
、生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

の
書
き
出
し
に
始
ま
り
、
所
蔵
の
『
寛
文

三
年
卯
年
（
一
六
六
三
）
八
月
二
十
日
生

田
神
社
和
田
岬
神
幸
之
絵
巻
』
を
証
と
し

て
、
十
七
世
紀
以
降
の
兵
庫
津
に
関
す
る

様
々
な
史
料
を
傍
証
と
し
て
い
る
。

史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
明
治
二
年
兵
庫

津
明
細
帳
』
を
紹
介
引
用
し
て
、
江
戸
時

代
後
半
の
兵
庫
津
の
様
子
を
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
史
料
に
、「
畑
中　

一　

三
ツ

石　

神
功
皇
后
三
韓
ゟ
御
帰
朝
之
節
、
差

置
給
ふ
卜
申
伝
」
と
見
え
る
。
内
容
は
、

当
時
の
三
ツ
石
（
三
石
神
社
）
は
、『
摂

州
矢
部
郡
福
原
庄
兵
庫
津
絵
図
』（
元
禄

九
〈
一
六
九
六
〉
年
）
に
よ
る
と
、
兵
庫

津
の
町
に
属
さ
な
い
南
側
の
和
田
岬
地
域

の
、
兵
庫
津
に
出
入
り
す
る
船
を
監
視
す

る
「
御
番
所
（
船
見
番
所
）」
の
外
に
位

置
し
、
周
辺
は
松
林
に
囲
ま
れ
た
田
畑
が

描
か
れ
、
そ
の
畑
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
三
石
は
、
神
功
皇
后
が
三
韓
よ
り
帰

朝
上
陸
し
て
三
ツ
石
を
置
か
れ
卜
占
を
さ

れ
た
処
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
第
六
節
「
生
田
神
社
の
祭
礼
」
の

項
の
『
祀
職
後
神
家
所
蔵
旧
記
』
の
、
尼

崎
藩
に
提
出
し
た
「
一
ノ
祭
出
頭
兵
庫
津

并
両
浦
案
文
之
扣
」（
嘉
永
元〈
一
八
四
八
〉

年
・
後
神
家
文
書
（
上
）
所
収
）
の
「
口
上
」

文
書
に
は
、「
兵
庫
津
和
田
岬
三
ツ
石
江

（
え
）
神
輿
神
幸
御
座
候
処
長
々
中
絶
に

相
成
」・「
岡
方
廿
八
町
小
前
未
々
の
も
の

共
年
来
儘
仰
に
て
如
以
前
三
ツ
石
渡
御
之

儀
兼
て
志
願
に
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い

生田神社史

る
。
前
段
の
内
容
は
、
往
古
八
月
二
十
日

の
祭
礼
で
兵
庫
津
和
田
岬
の
三
ツ
石
ま
で

神
輿
神
幸
を
行
っ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
々
中
絶
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
後
段
は
、
兵
庫
津
の
岡
方
に
属
す
る

二
十
八
町
の
小
前
の
者
ま
で
が
、
以
前
の

よ
う
に
和
田
岬
の
三
ツ
石
ま
で
神
輿
を
渡

御
さ
せ
て
ほ
し
い
と
志
願
を
し
て
い
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

生
田
神
社
の
和
田
岬
神
幸
は
現
在

中
断
し
て
い
る
が
、
幕
末
の
弘
化
二

（
一
八
四
五
）
年
頃
ま
で
斎
行
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
既
に
当
社
発
刊
（
平

成
二
十
一
年
十
二
月
）
の
『
三
石
さ
ん
』

十
一
号
に
、
平
成
十
三
年
か
ら
復
活
し
斎

行
さ
れ
て
い
る
「
西
宮
神
社
海
上
渡
御
和

田
岬
産
宮
（
三
石
神
社
）
参
り
」
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
が
、
往
古
、
生
田
神
社
・

西
宮
神
社
共
に
神
功
皇
后
ゆ
か
り
の
和
田

岬
三
石
神
社
へ
神
幸
し
て
い
た
こ
と
は
歴

史
史
料
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　

一　

日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　

三　

日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

（
安
田
・
粟
飯
原
先
生　

民
踊
奉
納
）

四
月　

十
三
日　

氏
子
会
総
会

四
月　

二
十
日　

猿
田
彦
会
総
会

五
月　

十
六
日　

例
大
祭

　
　
　

十
七
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　
　

十
八
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　
　

八
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

（
伊
勢
神
宮
）

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
九
日　

秋
祭
（
天
照
大
神
祭
）

十　

一　

月
中　

七
五
三
詣

各
月　
　

一
日　

月
次
祭

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
二
丁
目
三

−

十
一

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇


